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入

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
道
路
功
労
者
表
彰

　
バ
ラ
ま
つ
り

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３

　
八
月
十
日
の
道
の
日
に
合
わ
せ
、
公

益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
が
主
催
す

る
道
路
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
お
こ

な
わ
れ
、
南
河
島
区（
結
城
弘
美
区
長
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
南
河
島
区
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

「
山
形
県
マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
活
用
し
、
河
島
地
内
の
県
道
大

久
保
村
山
停
車
場
線
の
歩
道
清
掃
や
除

草
を
お
こ
な
う
な
ど
、
安
全
で
快
適
な

歩
行
空
間
の
確
保
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
南
河
島
区

の
市
民
約
百

六
十
人
が
参

加
し
、
道
路

の
愛
護
や
環

境
整
備
な
ど

に
、
多
年
に

わ
た
り
尽
力

さ
れ
、
公
共

の
福
祉
の
増

進
に
貢
献
し

た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
恒
例
の
バ
ラ
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
今
年
も
県
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
百
二
十
六
点
の
作
品
を
審
査
し
た
結

果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称

略
・
入
選
は
市
内
の
方
の
み
掲
載
）

特
選
　
長
谷
川
　
潤
（
宮
城
県
）

　
平
成
二
十
五
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
「
２
０
１
３
未
来
を
つ
な

ぐ
北
部
九
州
総
体
」
が
七
月
二
十
八
日

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
、
大
分
県
・
福

岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
で
お
こ
な
わ

れ
、
楯
岡
高
校
弓
道
部
の
男
子
団
体
と

女
子
団
体
が
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
弓
道
の
競
技
会
場
と
な
っ
た
の
は
福

岡
県
北
九
州
市
。
競
技
は
八
月
一
日
か

ら
四
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
楯
岡
高
校

弓
道
部
の
男
子
団
体
は
第
三
位
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
歴
代
最
高
第
十
六
位
を

大
き
く
上
回
る
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
男
子
団
体
に
は
、
伊
藤
雅
樹
さ

ん
（
大
高
根
）
と
海
老
名
一
樹
さ
ん

（
冨
本
）
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
団
体
に
は

板
垣
綺
晏
さ
ん
（
楯
岡
）
が
出
場
し
、

市
内
か
ら
三
人
の
選
手
が
全
国
の
舞
台

で
活
躍
し
ま
し
た
。

作品名「パステルの乙女」

準
特
選
　
西
村
　
佳
奈
恵
（
宮
城
県
）

入
選
　
土
田
　
紘
也
（
大
倉
）

　
　
　
矢
口
　
宏
之
（
楯
岡
）

楯
岡
高
校
弓
道
部
が
全
国
第
三
位

　
伊
藤
さ
ん
は
「
三
位
に
な
れ
て
嬉
し

か
っ
た
が
、
部
活
動
を
引
退
す
る
の
は

寂
し
い
で
す
」、
海
老
名
さ
ん
は
「
い

つ
も
ど
お
り
に
で
き
ず
苦
し
ん
だ
が
、

三
位
決
定
戦
で
納
得
い
く
射
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
板
垣
さ
ん
は

「
思
う
よ
う
に
力

を
出
し
切
れ
な

か
っ
た
が
、
充
実

感
が
あ
り
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
三

人
は
三
年
生
で
あ

る
た
め
部
活
動
を

引
退
し
、
こ
れ
か

ら
進
学
に
向
け
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

左から伊藤雅樹さん、
海老名一樹さん、板垣綺晏さん
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お
盆
で
帰
省
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

た
ち
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
「
ふ

る
さ
と
笑
顔
帰
省
作
戦
」
を
、
八
月
十

二
日
に
道
の
駅
む
ら
や
ま
で
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　
佐
藤
市

長
や
今
野

村
山
警
察

署
交
通
課

長
、
交
通

安
全
協
会

役
員
な
ど

約
五
十
人

が
参
加
。

道
の
駅
に

訪
れ
た
帰

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

第
十
一
回
平
和
を
願
う
つ
ど
い

　
第
十
一
回
平
和
を
願
う
つ
ど
い
を
長

崎
・
原
爆
の
日
に
合
わ
せ
、
八
月
九
日

に
市
役
所
南
側
の
「
平
和
の
広
場
」
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
市
遺
族

会
の
み
な
さ
ん
や
楯
岡
中
学
校
の
一
年

生
、
一
般
参
加
者
な
ど
約
三
百
五
十
人

が
出
席
。
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
時
刻
（
午
前
十
一
時
二
分
）
に
全
員

で
黙
と
う
を
し
た
あ
と
、
昭
和
五
十
九

年
に
市
が
制
定
し
た
「
平
和
都
市
宣

言
」
を
楯
岡
中
一
年
の
八
鍬
大
雅
さ
ん

が
朗
読
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
藤
市
長
が
「
終
戦
か
ら

六
十
八
年
。
日
本
は
、
世
界
に
誇
れ
る

繁
栄
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
繁
栄
は
、
遺
族
の
み
な
さ
ん
の
悲
し

み
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
市

は
「
環
境
都
市
む
ら
や
ま
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
県
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
す
べ
て
稼
働

す
れ
ば
市
内
の

約
六
○
パ
ー
セ

ン
ト
を
村
山
市

で
発
電
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平
和
運
動
と
共

に
環
境
へ
の
取
組

み
も
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
楯
岡
中
一

年
の
坂
井
眞
子
さ

ん
が
田
上
富
久
長

崎
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
披
露
し

た
後
、
菅
野
晋
太
郎
さ
ん
と
森
夏
鈴
さ

ん
か
ら
佐
藤
市
長
と
村
山
市
遺
族
会
の

柴
田
喜
久
男
副
会
長
へ
市
内
の
中
学
生

が
折
っ
た
千
羽
鶴
の
贈
呈
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
同
校
一
年
の
杉
浦
季
葉
さ

ん
と
佐
藤
琳
さ
ん
の
平
和
の
作
文
朗
読

も
お
こ
な
わ
れ
、
最
後
に
、
同
校
吹
奏

楽
部
が
演
奏
す
る
中
、
祈
り
を
込
め
た

平
和
の
風
船
が
空
に
放
た
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
笑
顔
帰
省
作
戦

省
者
た
ち
に
「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
な
が
ら
、
交
通

安
全
啓
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た

う
ち
わ
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

道
の
駅
前
の
国
道
沿
い
で
は
「
や
さ
し

さ
を
の
せ
て
走
ろ
う
山
形
路
」
の
一
文

字
看
板
を
掲
げ
、
通
行
す
る
運
転
者
に

も
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

村山市の空間放射線量
測定結果

水道水の放射性物質検査結果

◎いずれの測定地点でも人体に影響

　がない数値で、心配ありません

■県モニタリング計画による測定

　測定日　８月７日

　測定結果　0.07～0.10μＳｖ／ｈ

■廃棄物搬入施設周辺の測定

　測定日　８月７日、19日

　測定結果　0.06～0.11μＳｖ／ｈ

問い合わせ

市環境課環境係 ☎内線245

　上水道は週に１回、４つの簡易水

道は３か月に１回の検査をおこなっ

ています。いずれも放射性物質は検

出されませんでした。

問い合わせ

市水道課工務係 ☎内線183
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はん濫する最上川・碁点（７月18日撮影）

７月18日からの大雨による
被害状況

　
七
月
十
七
日
の
夜
か
ら
断
続
的
に
非

常
に
激
し
い
雨
が
降
り
、
県
内
に
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
内
に

お
い
て
も
、
住
宅
の
床
下
浸
水
や
農
地

の
冠
水
、
最
上
川
の
越
流
や
土
砂
崩
れ

に
よ
る
市
道
・
農
道
の
通
行
止
め
な
ど

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
降
雨
量
は
十
七
日
の
降
り
始
め
か
ら

一
○
○
ミ
リ
を
超
え
る
地
域
も
あ
り
、

稲
下
観
測
所
で
は
最
上
川
の
は
ん
濫
注

意
水
位
で
あ
る
一
六
・
二
○
メ
ー
ト
ル

を
は
る
か
に
超
え
る
一
九
・
三
三
メ
ー

ト
ル
を
観
測
。
最
上
川
の
越
流
に
よ
り
、

五
世
帯
・
十
七
人
が
危
険
回
避
の
た
め

親
戚
宅
や
公
民
館
に
避
難
し
ま
し
た
が
、

幸
い
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
豪
雨
に
よ
る
市
内
の
被
害
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

路面が洗掘された林道岩野大円院線

市内の被害状況
（８月２日現在）

■浸水被害

住家…床下浸水２棟

非住家…浸水２棟

農地…冠水面積251.5ヘクタール、

　　　被害面積114.9ヘクタール

■道路被害

通行止め…市道５路線、県道２路線、

農道３路線、林道２路線

土砂崩れ・法面崩壊等…市道７か所、

農道５か所、林道８か所

■農林被害

冠水による病害虫被害の恐れ…

水稲、大豆、スイカ、メロン、

果樹、野菜など114.9ヘクタール

■水道被害

断水…7,723戸、25,005人
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七
月
二
十
一
日
、
吉
村
美
栄
子
山
形

県
知
事
が
、
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
災
害
現
場
を
視
察
す
る
た
め
村
山
市

を
訪
れ
ま
し

た
。
吉
村
県

知
事
は
河
島

八
反
地
区
や

樽
石
地
区
な

ど
を
視
察
し
、

佐
藤
市
長
か

ら
冠
水
に
よ

る
農
作
物
被

害
や
土
砂
災

害
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま

吉
村
県
知
事

災
害
現
場
を
視
察

県
へ
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
佐
藤
市
長
は
視
察
中
、
吉
村
県
知
事

に
対
し
「
一
日
も
早
い
災
害
復
旧
へ
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
強
く
要
請

し
ま
し
た
。

　
市
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
る
被
害
に
対
し
八
月
五
日
、
山
形
県

へ
被
害
復
旧
の
支
援
を
緊
急
要
望
し
ま

し
た
。
田
畑
や
市
道
の
冠
水
で
、
農
業

や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

こ
と
、
ま
た
、
村
山
広
域
水
道
の
給
水

停
止
に
よ
る
断
水
で
、
市
内
の
ほ
ぼ
全

域
で
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来
し

た
こ
と
を
説
明
し
、
一
刻
も
早
い
復
旧

が
進
む
よ
う
要
望
書
を
提
出
。
要
望
し

た
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

土
砂
災
害
、
農
業
被
害
に
対
す
る
財

政
面
を
含
め
た
復
旧
支
援

・�

近
隣
市
町
間
で
給
水
を
融
通
し
合
う

た
め
、
送
配
水
管
を
連
結
す
る
事
業

の
た
め
の
補
助
制
度
の
構
築

①冠水した市道楯岡南河島線

②法面が崩壊した林道葉山線

③路肩が崩落した市道村山駅東沢線

④冠水した県道大久保村山停車場線と遊水地

①

②

④

③

「市民の声」直通便
　市民のみなさんの生の声を直接、

はがきでお寄せいただく「市民の

声」直通便。寄せられたご意見や

提言についてご紹介します。

【ご意見等】

　防災行政無線が聞こえず困って

います。無線の近くに住む方は、

うるさいと言っている方もいるよ

うですが、みなさんに聞こえる無

線であるべきです。私の家の近く

は地滑り地帯でもあるため、地震

等の災害が起きた場合は、非常に

心配です。ぜひ、みなさんに聞こ

える防災行政無線の整備をお願い

します。（冨本地域・男性）

【回答】

　村山市の防災行政無線は昭和55

年に整備されたものです。既に30

年以上が経過しているため、老朽

化などにより動作が不安定となる

か所が出てしまい、ご迷惑をおか

けしています。

　ご意見のとおり、防災行政無線

は緊急情報を迅速に広く伝達する

手段として有効です。７月の断水

の際にも、防災行政無線を活用し

て情報提供をしましたが、市民の

みなさんから、早く情報を得るこ

とができ助かったなどの意見をい

ただいています。

　現在、防災行政無線を最新の設

備に更新する計画を進めています。

平成25年度は、その更新に向けた

実施設計をおこなっており、聞こ

えにくい地区の音響調査などをお

こなっていきます。なお、整備は

平成26年度におこない、災害時に

情報を市民へ確実に伝達できる仕

組みをつくっていきたいと思って

います。

（担当　総務課情報危機管理係）
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下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排

水
や
汚
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
私
た
ち

が
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
送
る
の
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。
ま
た
、

清
ら
か
な
水
環
境
の
実
現
に
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
整
備
し
た
下
水
道
施
設
も
、

み
な
さ
ん
が
利
用
し
な
け
れ
ば
、
む
だ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
地
域
で
は
、
早
期
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
接
続
工
事
は
、

市
指
定
の
下
水
道
工
事
店
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

生
活
排
水
の
処
理
を
進
め
ま
す

　
村
山
市
の
下
水
道
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
袖
崎
地
域
の
農
業
集
落
排
水
事

業
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市

で
は
駅
西
や
戸
沢
地
域
な
ど
で
公
共
下

水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
整
備

区
域
以
外
の
地
域
で
は
、
補
助
金
を
交

付
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
排
水

処
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

改
造
資
金
の
あ
っ
せ
ん
と　
　
　

利
子
補
給
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
で
一
日
で
も
早
く
下

水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

改
造
資
金
の
あ
っ
せ
ん
と
借
入
れ
に
対

す
る
利
子
補
給
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■
融
資
限
度
額

１
件
に
つ
き

２
０
０
万
円

■
償
還
期
間

60
か
月
（
５
年
）

均
等
返
済

■
利
子
補
給
割
合

供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
排
水

設
備
工
事
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
利
子

の
全
額
を
市
が
補
給
し
ま
す
。

■
取
扱
い
金
融
機
関

市
内
各
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
市
環
境
課 

☎
内
線
241

下水道　水が笑顔に　なれる道
（平成25年度　下水道推進標語）

９月10日は「下水道の日」

下
水
道
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

●
使
用
済
み
食
用
油
を
流
さ
な
い

●
台
所
の
調
理
く
ず
等
を
流
さ
な
い

●�

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
な
ど
硬
い
紙
を
流
さ
な
い
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問い合わせ

市環境課環境係

☎内線 245

環境都市むらやまを目指して

環境☆市民の広場
太陽光発電装置設置補助をご利用ください
　市では再生可能エネルギーの利用推進のた

め、太陽光発電システムの設置を支援してい

ます。東日本大震災後、長時間の停電による

意識の変化や余剰電力の買取り制度、設置価

格の低下などで利用件数は増加しています。

補助金額

１kWあたり３万円

上限

住宅用４kW

事業所用10kW

果樹剪
せん

定枝を有効に活用
　今年の４月２日から１か月間実施した果樹

剪定枝回収では、合計で118.8トンの剪定枝

が集まりました。剪定枝はチップ状に破砕し、

主にやまがたグリーンパワー㈱の発電燃料と

して利用されたほか、破砕で発生した細かな

くずを家畜用稲わらの代替として利用するな

ど有効活用されています。これは資源の有効

活用と野焼き防止を目的に、平成21年から県

村山総合支

庁と連携し

て取り組ん

でいる事業

です。

データで見る村山市の環境　　～生活排水処理施設の普及・利用状況

普及率：市内の生活排水処理施設の普及状況（普及人口÷市の人口）

水洗化率：処理施設の普及地区での施設利用率（水洗化人口÷普及人口）

生活排水処理率：全体の処理施設による処理率（水洗化人口÷市の人口）

※生活排水処理施設とは公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽のこと

合併処理浄化槽の設置に補助金を交付しています

　市では公共下水道、農業集落排水区域以外で合併処理浄化槽を設置する場

合、補助金を交付し設置を推進しています。

■補助対象　住宅および事業所（10人槽以下）

■補助金額　５人槽　402,000円、６～７人槽　491,000円、

　　　　　　８～10人槽　638,000円

※�単独処理槽やくみ取りからの転換には、さらに県の補助対象になる場合が

あります。詳しくは、工事着工前にお問い合わせください。

H22 H24
0

5

10

15

20

25

30

H21 H23

13

29

11

27

（件）

60

100

84.7

78.6

66.5

85.8

79.1

67.7

（％）

87.1

79.7

69.4

86.9

79.6

69.2

88.1

81.1

71.5

H20年度末 H21年度末 H22年度末 H23年度末 H24年度末

 普及率

 水洗化率

 生活排水処理率

※利用件数の推移は
　右グラフのとおり

2013.9.1市民の友 むらやま7



徳内まつりにひと役／わっしょい！で木札製作

　多機能型事業所わっしょい！で、むらやま徳

内まつりで使用される木札づくりが７月下旬か

ら８月上旬にかけておこなわれました。これは、

地域の団体から依頼された作業で、900枚の木

札にひもを通し、袋に入れる作業。これまで、

団体内でおこなっていた作業の一部が委託され

たものです。利用者たちは、一つひとつの木札

に気持ちを込めながら丁寧に作業をしていまし

た。完成した木札は、祭りに欠かせないグッズ

として会員や支援者に配られました。

大倉・草木庵が「人生の楽園」で紹介

　新しいことに取り組み始めた人や第２の人生

を歩み始めた人たちを紹介しているテレビ番組

「人生の楽園」の撮影が８月10日、大倉・行川

地区の草木庵でおこなわれました。草木庵は、

平成19年に農産物の加工所として設立されたも

の。撮影では大倉地域のみなさんが集まり、和

気あいあいとした雰囲気の中、地元で採れた食

材を使って、シソ巻きやしょうがご飯、玉ねぎ

のサラダなどを作りました。この撮影の様子は、

10月上旬に放映される予定です。

生

活

福

祉

情

報

国
民
年
金
情
報

納
め
て
い
ま
す
か
国
民
年
金
保
険
料

　
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
の

制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料

が
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受

給
す
る
た
め
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
年
金
額

の
減
少
や
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら

れ
る
「
納
付
案
内
書
」
で
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
か
ら

納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

　
な
お
、
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
、
ご
希
望
の

時
間
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
13
日

（金）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ
　
寒
河
江
年
金
事
務
所
　

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１ 

ま
た
は

市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
内
線
115

対
象
者
　

　
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す

人
工
透
析
患
者

の
み
な
さ
ん
に
、

通
院
交
通
費
を

助
成
し
ま
す
。

①�

じ
ん
臓
機
能
障
害
で
身
体
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

②�

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
、
医

療
機
関
に
交
通
機
関
（
自
家
用
自
動

車
を
含
む
）
を
利
用
し
通
院
し
て
い
る

③�

所
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
非
課
税

助
成
月
額

　
自
宅
と
医
療
機
関
の
往
復
距
離
数
に

応
じ
て
、
次
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

15
㎞
未
満
　
１
、
５
０
０
円

15
㎞
以
上
30
㎞
未
満
　
２
、
０
０
０
円

30
㎞
以
上
　
３
、
０
０
０
円

※
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係 

☎
内
線
144

人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費
を

助
成
し
ま
す
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こ
の
「
ヒ
ト

デ
（
ヒ
ラ
モ
ミ

ジ
ガ
イ
の
化

石
）」
は
、
大

正
六
年
、
村
山

市
櫤
山
の
三
沢

川
で
転
石
と
し

て
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
第
三
紀

（
約
一
二
〇
〇

万
年
前
）
の
化
石
と
さ
れ
、
昭
和
三
十

七
年
一
月
、
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な

り
、
以
来
、
旧
大
倉
小
学
校
で
大
切
に

保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
大

倉
小
学
校
が
楯
岡
小
学
校
に
統
合
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
管
場
所
に
つ
い

て
大
倉
地
域
の
み
な
さ
ん
と
市
教
育
委

員
会
で
検
討
し
今
年
四
月
、
県
立
博
物

館
（
山
形
市
）
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
新
第
三
紀
の
ヒ
ト
デ
の
化
石
は
、
全

国
で
も
珍
し
く
、
重
さ
が
一
七
キ
ロ
グ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
な
ざ
し

問い合わせ

市学校教育課

☎内線323

市生涯学習課

☎内線331

旧
大
倉
小
学
校
保
管
の

「
ヒ
ト
デ
の
化
石
」
を

県
立
博
物
館
へ
寄
贈
し
ま
し
た

ラ
ム
あ
り
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
の
腹
面
化

石
で
す
。
五
腕
を
備
え
、
腕
の
両
端
を

結
ぶ
長
さ
が
最
大
で
三
七
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
な
ど
、
ヒ
ト
デ
と

し
て
は
、
極
め
て
大
型
で
、
各
部
分
の

構
造
が
鮮
明
に
確
認
で
き
る
も
の
は
大

変
貴
重
で
国
内
最
大
級
で
す
。

　
県
内
で
は
、
数
少
な
い
地
学
関
連
の

天
然
記
念
物
と
し
て
「
県
立
博
物
館
の

宝
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
海
に
す
む
ヒ
ト
デ
の
化
石
が

山
中
か
ら
出
て
く
る
の
か
。
県
立
博
物

館
の
見
解
で
は
、
お
そ
ら
く
県
内
は
、

大
昔
、
海
の
中
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ヒ
ト
デ
の
化
石
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、

県
立
博
物
館

二
階
第
一
展

示
室
で
「
山

形
の
な
り
た

ち
」
を
探
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
も

ご
覧
く
だ
さ

い
。

市
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
向
け
て

　
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、「
学
校
給

食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
児
童
生
徒
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
特
定
の
食

べ
物（
例
え
ば
卵
、
牛
乳
、
小
麦
な
ど
）

に
対
し
て
体
が
過
敏
に
反
応
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症
す
る

こ
と
で
す
。
症
状
は
、
じ
ん
ま
し
ん
、

か
ゆ
み
、
口
や
ま
ぶ
た
の
腫
れ
な
ど
で

す
が
、
時
に
は
全
身
に
症
状
が
進
行
し

て
生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
児
童
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、

全
般
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
十

六
年
度
文
部
科
学

省
の
全
国
調
査
に

よ
る
と
、
全
国
の
小
中
高
生
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
有
病
率
は
二
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
市
内
で
も
ほ
と
ん
ど
の
小
中
学

校
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生

徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
現
在
使
用
し

て
い
る
「
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
平

成
二
十
一
年
度
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
今
後
、
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
重
点
を
置
い
て
見
直
し
を
お
こ
な
い
、

今
年
度
中
に
改
訂
す
る
予
定
で
す
。

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
正
確
な
診
断
に
基
づ
い
た
確
実
な

除
去
対
応

二
、
誤
配
食
が
起
き
な
い
受
渡
し
の
対

策
や
管
理

三
、
万
が
一
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出

た
場
合
の
対
応
の
整
備

　
学
校
給
食
は
、
単
に
お
腹
を
満
た
す

た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の

心
の
成
長
や
人
格
形
成
、
そ
し
て
健
康

な
体
づ
く
り
を
学
ぶ
「
食
育
」
の
実
践

活
動
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
安
全

で
安
心
な
学
校
給
食
と
学
校
生
活
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

まなざし
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人材育成・交流事業

　

平
成
二
十
五
年
の
夏
。
今
年
も
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
中
高
生
な
ど
青
少

年
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
交
流
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
交
流
」
す
る
こ
と
で
、「
新
た
な
出
会
い
」
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
、
人
と

の
出
会
い
は
、
人
を
変
え
、
人
を
動
か
し
ま
す
。
村
山
市
で
は
、
最
上
徳
内
翁

が
、
人
と
の
交
流
、
他
地
域
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
数
々
の
創
造
的
な
実
績
を

残
し
た
こ
と
に
習
い
、
交
流
を
人
材
育
成
の
柱
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
は
、
北
海
道
厚
岸
町
と
東
京
都
台
東
区
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市

等
と
の
交
流
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で

の
約
二
週
間
、
高
校
生
九
人
と
指
導
者

二
人
が
、
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
を
訪
問

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
同
世

代
の
青
少
年
ら
と
交
流
し
ま
し
た
。
こ

の
青
少
年
の
交
流
事
業
は
、
平
成
九
年

か
ら
始
ま
り
今
年
で
十
四
回
目
を
数
え
、

相
互
に
訪
問
し
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
ー
市
を
訪
問
し
た
団
員
た
ち
は

八
月
十
二
日
、
市
長
に
報
告
に
訪
れ
、

「
言
葉
は
通
じ
な
く
と
も
互
い
を
思
い

や
り
、
交
流
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。」

「
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
に
、
本
格
的
に
英
語
を
学
び

た
く
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
、

カ
ナ
ダ
で
の
体
験
が
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
一
日
の
四

日
間
、
友
好
都
市
北
海
道
厚
岸
町
か
ら

児
童
十
五
人
と
引
率
指
導
員
四
人
の
厚

岸
町
子
ど
も
交
流
事
業
訪
問
団
（
団
長

桂
川
実
厚
岸
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
長
）
が
村
山
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
厚

岸
町
と
の
小
学
生
交
流
は
平
成
十
二
年

度
か
ら
続
い
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
交

互
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
体
験
を
と
お
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
の
夏
に
厚
岸
町
を
訪

問
し
た
十
六
人
の
村
山
市
の
児
童
も
参

加
。
そ
ば
打
ち
や
ス
イ
カ
の
収
穫
、
川

遊
び
、
じ
ゅ
ん
さ
い
収
穫
な
ど
の
体
験

と
最
上
徳
内
記
念
館
の
見
学
な
ど
を
一

緒
に
楽
し
み
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

北海道
厚岸町

カナダ
バリー市

【交流】が人を育み【体験】が人を大きくする
小学生は厚岸町・少年野球は台東区・高校生はカナダ

この夏も「新たな出会い」　
そして「絆」が生まれました

小学生

高校生

十
四
年
目
の
子
ど
も
交
流
事
業

　
体
験
を
と
お
し
て
市
内
で
三
泊
四
日
の
交
流

海
外
交
流
体
験
は

　
未
来
へ
の
力

　
　
九
名
を
派
遣

まなざし

2013.9.1市民の友 むらやま 10



　
第
十
六
回
山
形

県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

競
走
大
会
と
第
三

十
八
回
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
が

八
月
四
日
、
蔵
王

坊
平
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
小

中
学
校
か
ら
は
、

選
抜
さ
れ
た
三
十

八
人
が
出
場
。
こ

の
大
会
に
向
け
、
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス

を
想
定
し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
会
場
に
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
村
山
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
の
指
導
の
も
と
六
月
か
ら
練
習
を

の
選
抜
チ
ー
ム

「
オ
ー
ル
台
東
」

と
女
子
チ
ー
ム
の

「
台
東
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
ズ
」
の
選

手
二
十
四
人
を
含

む
五
十
九
人
で
す
。

一
行
は
二
日
に
、

市
役
所
を
表
敬
訪

問
。
佐
藤
市
長
が

歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
後
、
市

特
産
の
ス
イ
カ
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
喜

ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
台
東

区
の
選
手
た
ち
は
市
内
の
選
手
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
一
緒
の
時
間
を

過
ご
し
な
が
ら
今
後
の
交
流
と
友
情
の

深
ま
り
を
確
か
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

少年野球
台東区

小学生

野
球
で
交
流

　
深
め
た
友
情

　
友
好
都
市
・
東
京
都
台
東
区
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
が
、
八
月
二
日
か
ら
四
日

ま
で
村
山
市
を
訪
れ
、
地
元
の
少
年
野

球
チ
ー
ム
と
計
八
試
合
を
お
こ
な
い
友

情
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
少
年
野
球
交
流
は
、
村
山
市
の

チ
ー
ム
が
訪
問
し
た
り
、
台
東
区
か
ら

受
け
入
れ
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
平
成

九
年
か
ら
交
流
を

続
け
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
十
六

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
訪
れ

た
の
は
、
台
東
区

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
で
力
走

む
ら
や
ま
元
気
塾
　
募
集
開
始

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
駅
伝
の
結
果
は
、
男
女
出
場
三
十
三

チ
ー
ム
中
、
男
子
が
十
九
位
、
女
子
十

五
位
で
し
た
。
中
で
も
男
子
二
区
で
は

清
水
壱
晟
さ
ん
（
楯
岡
小
六
年
）
が
区

間
第
一
位
の
す
ば
ら
し
い
走
り
を
み
せ
、

昨
年
に
引
き
続

き
村
山
市
選
手

が
区
間
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
ク

ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
等
の
結
果

は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

　
村
山
市
民
大
学
講
座
「
む
ら
や
ま
元

気
塾
」
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
大
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
ト
ッ
プ

・
オ
ブ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」。
各
界
で

の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
復
興
支
援
を
継
続
的
に

お
こ
な
っ
て
い
る
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル

さ
ん
。
山
形
弁
を
話
す
外
国
人
と
し
て

は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。
そ
し
て
、
二

回
目
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
視
聴
率
日
本
一

「
お
し
ん
」
の
主
役
を
演
じ
た
小
林
綾

子
さ
ん
。
三
回
目
は
、
ク
ラ
ゲ
水
族
館

で
世
界
一
の
「
加
茂
水
族
館
」
館
長
の

村
上
龍
男
さ
ん
。
最
後
は
、
民
謡
日
本

一
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
朝
倉
さ
や
さ
ん
。

山
形
弁
で
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
を
カ
バ
ー
し
、

現
在
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
ト
ッ
プ
の
方
々

を
迎
え
る
今
年
の
元
気
塾
。
ぜ
ひ
、
聴

い
て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

二区・区間賞の清水壱晟さん（左）

生涯学習・スポーツ
今後の主な行事日程
■生涯学習関係

10月２日（水）～18日（金）�

・喜早図書館お宝展

■スポーツ大会関係

９月８日（日）　

・勤労青少年ホーム協力会

　エアバレー大会

10月13日（日）

・第10回徳内マラソン＆ウォーキン

　グ大会

10月14日（月・祝日）

・村山市総合体育大会

10月20日（日）

・第36回市一周駅伝大会

11月17日（日）

・第４回山形県エアバレー大会

　詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市生涯学習課

生涯学習係 ☎内線332

スポーツ振興係 ☎内線334

まなざし
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出
会
い
　

子
育
て
応
援
情
報

　

男
女
の
出
会
い
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
出
会
い
、
す
て
き
な

保
育
者
と
の
出
会
い
、
子
ど
も
の
遊
び
友
達
と
の
出
会
い
、

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
お
母
さ
ん
同
士
の
出
会
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
子
育
て
応
援
情
報
」
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問い合わせ　

子ども福祉係�☎内線１４９

子育て推進係�☎内線１５９

子育て家庭の相談

直通電話☎(５３)４７８８

児
童
セ
ン
タ
ー
母
親
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
市
内
五
か
所
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
「
母
親
ク

ラ
ブ
」
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
内
容

は
「
親
子
お
よ
び
世
代
間
の
交
流
・
文

化
活
動
」「
児
童
養
育
に
関
す
る
研
修

活
動
」「
児
童
の
事
故
防
止
の
た
め
の

活
動
」「
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
活
動
」
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
母

親
ク
ラ
ブ
は
全
国
に
存
在
し
、
会
員
だ

け
で
な
く
地
域
の
方
々
を
対
象
に
し
た

研
修
会
の
開
催
な
ど
も
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
県
の
母
親
ク
ラ
ブ
の
組

織
で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ら

い
子
育
て
ネ
ッ
ト
山
形
（
竹
内
峰
子
理

事
長
）
が
村
山
市
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
（
菊
池
衣
麻
会
長
）
の
協
力
の
も

と
、
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
演
会

「
い
ま
の
時
代
の
子
育
て
に

�
大
切
な
こ
と
」

　
全
国
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
助
成
金

事
業
と
し
て
開
催
す
る
、
子
育
て
中
の

方
や
子
育
て
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
当
日
、
会
場
に
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

期
日
　
９
月
５
日
（木）

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ

講
師
　
大
豆
生
田
　
啓
友
氏

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
ト
山
形

☎
０
２
３（
６
２
３
）７
２
２
２

広域婚活
事業◆出逢いのボランティアコン「すもも収穫体験 in おおえ」

期日　９月２９日（日）　　時間　午前１０時～午後５時（男性は午前９時１５分集合）

日程　大江町歴史民俗資料館集合→（男性はスキルアップ講座）→青苧（あおそ）糸

ストラップ作り→公園で焼肉と芋煮会→すもも収穫体験ボランティア活動→解散

対象　２０歳～４０歳代の独身男女　　定員　男女各１５名

参加費　男性３，５００円、女性２，５００円（女性は２名以上で申込みの場合、１名につき５００円引き）

申込期限　９月１７日（火）正午

問ＮＰＯ法人元気 net かほく ☎０２３７(７３)５２８０　※午前９時～午後５時３０分（水曜日休館）

認
可
外
保
育
施
設
の

保
育
料
を
負
担
軽
減
し
ま
す

　
保
育
施
設
に
同
時
に
複
数
児
童
が
入
所
し
て
い
る
世

帯
の
う
ち
、
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童

が
い
る
場
合
は
、
保
育
料
の
一
部
負
担
軽
減
の
た
め
補

助
金
を
交
付（
年
２
回
）し
ま
す
。
左
記
に
該
当
す
る
場

合
は
申
請
書
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
９
月
30
日

（月）
ま

で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
か
、
市
福
祉
事
務
所
窓
口

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係 

☎
内
線
１４９

市内に住所があり、今年度４月から９月の間、小学校に入学していない乳

幼児が同時に２人以上、市内や市外の保育施設（認可保育園、幼稚園、認

可外保育施設）に入所している。（または、入所していた）

そのうち、認可外保育施設に入所している（いた）児童がいる。

４月～９月分の保育料等は全て支払済みで未納なし。

平成２５年度前期分（４月～９月分）の補助金の請求ができます。

申請書を差し上げますので９月30日(月)までご連絡ください。

申請書には各保育施設の在園および支払証明書が必要です。申請

書の提出期限は１0月１５日（火）です。（１0月末支払）

■市認可外保育施設すこやか保育事業費補助金

（多子世帯における保育料負担軽減）補助率　県１／２、市１／２

・同時入所の２人目　　　１２，０００円／月

・同時入所の３人目以降　２４，０００円／月

はい いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい 補
助
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⬇

⬇

⬇

⬇
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未
来
に
つ
な
ぐ

　

市
は
、
新
し
い
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
、「
村
山
市
子
ど
も
・
子

育
て
推
進
審
議
会
条
例
」
を
平
成
二
十
五
年
四
月
に
施
行
し
ま
し
た
。
審
議
会
で

は
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
協
議
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

村
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
推
進
審
議
会
の
三
浦
香
会
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
者
　
ご
自
身
の
子
育
て
経
験
の
中

で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
大
切
に

し
て
き
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

三
浦
会
長
　
働
く
女
性
の
一
人
と
し
て
、

夫
と
協
力
し
な
が
ら
二
人
の
子
ど
も
を

育
て
ま
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
大
変

だ
っ
た
の
は
、
勤
務
先
の
関
係
で
祖
父

母
の
手
助
け
を
当
て
に
で
き
な
い
時
期

の
子
育
て
で
す
。
子
ど
も
が
病
気
の
と

き
な
ど
は
、
夫
と
休
み
を
調
整
す
る
の

に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
大

切
に
し
て
き
た
の
は
、
家
族
が
一
緒
に

い
ら
れ
る
時
間
で
す
ね
。

質
問
者
　
今
、
小
児
科
医
と
し
て
子
育

て
世
代
に
関
わ
っ
て
い
て
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

三
浦
会
長
　
親
が
子
ど
も
を
思
う
気
持

ち
は
今
も
昔
も
同
じ
と
い
う
こ
と
。
家

族
や
親
族
が
、
み
な
さ
ん
一
生
懸
命
に

協
力
・
連
携
し
て
子
育
て
を
し
て
い
る

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

質
問
者
　
村
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
推

進
審
議
会
で
新
し
い
計
画
を
策
定
す
る

中
で
ぜ
ひ
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

三
浦
会
長
　
村
山
市
は
、
他
と
比
べ
て

保
健
事
業
関
係
を
と
て
も
頑
張
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
良
い
部
分
を
延
ば
し

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
ま
た
、

今
は
多
様
な
保
育
の
あ
り
方
が
あ
り
、

苦
し
い
時
に
助
け
て
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

村
山
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力

を
高
め
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
よ

う
な
仕
組
み
も
考
え
ら
れ
た
ら
す
ば
ら

し
い
な
と
思
い
ま
す
。

Vol.2

 おじいちゃん・おばあちゃんに写真プレゼント 
　敬老の日を前に、親子交流ひろばでお孫さんと一緒に
撮った写真をプレゼントします。当日、お孫さんと遊びに
来てください。ちょっとしたプレゼントもあります。

日時　１３日（金）午前９時３０分～午後3時

 おだんごカフェ 
　事前申込みが必要。先着15組。おいしい団子と飲み物が
あります。（ファミリーサポートセンター交流会と合同）

日時　１９日（木）　午前１０時３０分～正午
参加費　大人２００円、子ども無料

 ぐんぐん広場 
　未就学児の親子が対象。元気に、楽しく遊びましょう。
どこの地域の方でもお気軽にお越しください。

期日と会場
１３日（金）　大高根地域市民センター
２５日（水）　市民体育館（碁点）
時間　午前９時３０分～正午

 保育施設開放日 
　未就学児の親子が対象。保育施設で遊びや交流の場を提
供します。おしゃべりや育児相談の場としてもどうぞ。

期日と会場
１０日（火）　袖崎児童センター
時間　午前8時３０分～１０時３０分
２４日（火）　西郷児童センター
時間　午前９時３０分～１１時３０分

 親子体操 事前申込みが必要。先着2５組。
　親子で元気に体を動かしましょう。

日時　１４日（土）　午前１０時３０分～１１時３０分
会場　戸沢保育園プレイルーム
持ち物　飲み物、汗ふきタオルなど

 出前保育 
　未就園児の親子が対象。保育施設で過ごす模擬体験がで
きます。育児相談にも応じます。

期日と会場
１２日（木）　冨本児童センター
２6日（木）　袖崎児童センター
時間　午前９時３０分～１１時３０分

 ひだまり保健室 
　身長と体重の測定ができます。

日時　５日（木）　午前１０時３０分～ １１時

 ９月生まれのお誕生会 
　事前申込みが必要。誕生月でないお友達もどうぞ。

日時　２５日（水）　午前１１時１５分～正午

＜９月の親子交流イベント・講座＞

 白抜き文字の行事 …問 親子交流ひろば  ☎（５3）090１　

 黒文字の行事 …問 子育て支援センターぐんぐん  ☎（５6）2002　
※記載がない場合、会場は親子交流ひろば
※FAX兼用、子育て相談もできます

市ホームページ　http://www.city.murayama.lg.jp/
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第49回 市芸術祭参加者募集そば花まつり前売券販売中
　芸術文化協議会加盟団体以外の個人や団体

の方で、音楽、民謡などの公演や、書道、美

術、写真の展示などで市芸術祭に参加を希望

する方は、申し込んでください。

芸術祭期間　１０月６日（日）～１２月8日（日）

申込期限　９月１３日（金）

「書の色紙展」出品作品募集

　今年の芸術祭シンボル事業としておこなわ

れる「書の色紙展」に、みなさんが書いた作

品を出品してみませんか。

期間　１１月２日（土）～４日（月・休日）

会場　市民会館大会議室

応募締切　１０月１８日（金）

応募方法

・色紙は市販のもので構いません。

・�内容は自由です。作品を額装して、市商工

文化観光課へ持参してください。なお、額

装できない場合は、お問い合わせください。

問市商工文化観光課文化係 ☎内線１５２

　見てよし、食べてよし。辺り一面に広が

るそば花畑を眺め、そば職人による打ちた

てのそばを満喫してください。

日時　９月１４日（土）　午前１０時～午後２時

会場　大高根地域市民センター

内容　○徳内ばやし披露

　　　○�フォトコンテスト（参加費１，０００円、

昼食付）

　　　○�そば花観賞バス（そば花畑～隼の

瀬～じゅんさい沼）

　　　○地元農産物の直売

そば食事券　前売券6００円、当日券７００円

※食事券購入で、抽選会に参加できます。

取扱所　�市商工文化観光課、大高根地域市

民センター、村山営農センター大

高根事務所、クアハウス碁点、道

の駅むらやま、最上川三難所そば

街道加盟店ほか

問そば花まつり実行委員会
　（市商工文化観光課内） ☎内線１５５

救急医療週間
９月８日 (日)
　～１４日 (土)

　消防署では、グループやサークル等を対象

とした応急手当の講習会をおこなっています。

お気軽にお問い合わせください。

講習内容

・心肺蘇生法

・ＡＥＤ ( 自動体外式除

　細動器 ) の使用法

・出血やケガ、やけど、

　骨折などの応急手当

申込み・問い合わせ

市消防本部・消防署　☎ (５５)２５１４

　幼児期から何度も歌う

ことで応急手当の意識を持ち、

救命率を上げていきたいという願いを込めて

作られた「救急手遊び歌」の動画を市ホーム

ページから見ることができます。家族で一緒

に「救急手遊び歌」に挑戦してみましょう。

URL�http://www.city.murayama.lg.jp/

大切な命、私たちにできること 市ホームページから

救急手遊び歌に
チャレンジ

９月９日は

救急の日

「救急手遊び歌」を考案した井上庄平消防副士長
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あなたの想い出、香りと共に

秋のバラまつり2013
　秋のバラは小ぶりながらも色鮮やかで、公園

内は初夏とは一味違った落ち着いた雰囲気に包

まれます。まつり期間中は多彩なイベントをお

こないますのでぜひ、お越しください。

期　間　９月１２日（木）～３０日（月）

時　間　午前９時～午後４時

入園料　大人４００円、小・中学生２００円

　　　　（１５名以上の団体は１００円引き）

問い合わせ

市商工文化観光課観光交流係 ☎内線１５４

■主なイベント日程

９月１２日（木）　オープニングセレモニー

　　１４日（土）　バルーンピエロショー

　　１４日（土）～１6日（月・祝日）

　　　　　　　押し花体験会　㊒
　　１５日（日）　フラダンス

　　２１日（土）　徳内ばやしin東沢

　　２１日（土）～２３日（月・祝日）

　　　　　　　�陶器のオリジナルプレート絵付

け体験　㊒
　　２２日（日）　弦楽四重奏ミニコンサート

　　　　　　　バラの冬支度講座

　　２３日（月・祝日）　人力車　㊒
　　　　　　　ジャズライブin東沢

　　２８日（土）　新聞バッグを作ってみよう！

　　２９日（日）　フラダンス

※�㊒は有料です。入園料のほかに参加料・体験
料等が別途必要です。

※�天候等により内容を変更する場合があります。

※�期間中は、バラ交流館で「バラまつり２０１3フォ

トコンテスト」入賞作品展を開催します。

クリーンアップ東沢

　市のシンボルでもある東沢バラ公園を

みなさんの手できれいにする活動です。

期日　９月２１日（土）　※小雨決行

時間　午前７時～8時

　　　（午前６時４５分～受付）

集合場所　バラ交流館前

持ち物　軍手、ごみを入れる袋

特別展　日展作家３４人展
期間　９月６日（金）～１０月１５日（火）

展示作家

浅見嘉正、天野富美男、飯泉俊夫、池山阿有、

石田宗之、磯崎俊光、伊藤晴子、稲葉徹應、

井上武、遠藤原三、大谷喜男、岡田征彦、

工藤和男、倉林愛二郎、佐々木寅夫、清水優、

杉山吉伸、鈴木順一、竹留一夫、竹久秀樹、

田辺知治、弦田英太郎、中川澄子、中谷龍一、

西山松生、濱本久雄、藤森兼明、真下慶治、

三原捷宏、本山唯雄、守長雄喜、守屋順吉、

渡邊明、渡辺雄彦

日展作家３４人展ギャラリートーク
　一水会会員で日展委嘱の工藤道汪氏による

ギャラリートークを開催します。

日時　９月７日（土）　午後１時３０分～

講師　工藤道汪氏

真下慶治記念美術館
常設・企画展示室 日時　９月１５日（日） 午後２時開演

出演　ピアノ　米澤美紀

　　　ヴァイオリン　大和香名子

チケット　２，０００円（入館料・ドリンク付き）

平成2５年度「山形学」地域連携講座

現地研修「地域と景観」

　西川町大井沢を散策しましょう。

期日　１０月２０日（日）

時間　午前９時～午後４時頃

講師　大川健嗣氏

参加費　一般３，０００円、アートクラブ会員�１，０００円

　　　　（昼食代は各自負担）

申込期限　９月１０日(火)

開館時間　午前９時～午後５時

　　　　　（入館は午後４時３０分まで）

休館日　水曜日

入館料　大人３００円、小・中学生１５０円

問真下慶治記念美術館 ☎(５２)３１９５

ベヒシュタインピアノと
ヴァイオリンコンサート

体感！「最上川芸術村」講座
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　ピアノを習ったことのない方を対象にピア

ノ教室を開催します。憧れのピアノに挑戦し

てみませんか。キーボードはホームで準備し

ます。

期間　�９月２6日～１１月２８日の毎週木曜日（全

１０回）

時間　昼コース　１４：００～１５：３０

　　　夜コース　１９：００～２０：３０

定員　各コース先着７名　受講料　４，０００円

　書道用具一式(太筆、小筆、墨汁含)を持参

してください。用紙、のし袋等はホームで準

備します。

期間　�９月２５日～１１月２７日の毎週水曜日(全

１０回)

時間　１９：００～２１：００

定員　先着６名　　受講料　３，５００円

　それぞれ、受講料を添えて、申し込んでく

ださい。

申込期限　９月９日(月)

会場・申込み・問い合わせ

市勤労青少年ホーム ☎(５４)２３２０

　愉快な山形弁でテレビ、映画出演と多方面で

活躍されているダニエル・カール氏を迎え、む

らやま元気塾２０１３総

合開講式をおこない

ます。元気塾大講座

受講生は、受講証を

提示してください。

小講座受講生も無料

で受講できます。

日時　９月２３日（月・祝日）

時間　午後７時～（午後６時開場）

会場　甑葉プラザ　甑葉ホール

入場料　大人１，０００円、高校生以下５００円

問い合わせ

市生涯学習課生涯学習係 ☎内線３３２

　写真は、見学者の投票でも審査します。みな

さんも審査に参加しましょう。

期間　９月７日（土）～１２日（木）

時間　午前１０時～午後６時

　　　（最終日は午後２時まで）

会場　ＪＲ村山駅２階展示ギャラリー

※�投票してくれた方から抽選で１０名に記念品を

贈呈します。

問い合わせ

市商工会青年部・女性部 ☎(５５)４３１１

勤労青少年ホーム

ピアノ入門教室もしもピアノが弾けたなら

初めての書道教室

むらやま徳内まつり写真コンテスト

応募作品展示会

むらやま元気塾 20１3 総合開講式

ダニエル・カール氏講演会
「オラの愛する元気な日本」

銘菓販売コーナー

ふるさとのあの銘菓

が格安で勢ぞろい。

村山農業高校のス

イーツ試食あります。

和洋菓子バイキング

コーナー

１個３００円以上の和

洋菓子3個と飲み物

付きで８００円。

ワンコインお買い得

コーナー

１個１００円以上のお

菓子を６個５００円で

よりどりみどり。

絵本のようなお菓子

をつくろう

希望者は市立図書館

に申込んでください。

市立図書館☎（５５）２８３３

湯野沢熊野大祭in甑葉プラザ

　１０年に一度の熊野大祭の踊りを甑葉プラザで

披露します。午後２時開演。

問い合わせ　甑葉プラザ ☎(５２)３５３１
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み
な
さ
ん
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
こ

と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
被
害
、

ま
た
は
詐
欺
、
悪
質
商
法
で
被
害
に

あ
っ
た
方
は
、
相
談
・
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

警
察
相
談
専
用
電
話
　
＃
９
１
１
０

（
シ
ャ
ー
プ
キ
ュ
ウ
イ
チ
イ
チ
マ
ル
）

※
専
門
の
警
察
職
員
が
２４
時
間
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

　
相
続
登
記
、
土
地
や
建
物
の
名
義
変

更
、
会
社
を
つ
く
り
た
い
な
ど
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
９
月
か
ら
平
成
２6
年
１
月
の

毎
月
第
３
木
曜
日

時
間
　
午
後
６
時
～
８
時

会
場
　
山
形
テ
ル
サ（

山
形
市）

、
さ
く

ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー（

東
根
市）

、

フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ（

寒
河
江
市）

　
子
育
て
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
ず
、

電
話
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
、

子
ど
も
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日
　
９
月
１２
日
（木）

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

会
場
　
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
不
動
産（

土
地
・
建
物）

全
般
に
つ
い

て
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日
　
９
月
１１
日
（水）

時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
１
階
市
民
の
部
屋

　
警
察
で
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
の

未
然
防
止
に
関
す
る
こ
と
や
、
県
民
の

information

　
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
冨
本
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
を
次
の
場
所
へ
移
転
し
ま

す
。
仮
事
務
所
で
は
今
ま
で
通
り
諸
証

明
な
ど
の
窓
口
業
務
を
お
こ
な
い
ま
す

が
、
会
議
使
用
な
ど
団
体
等
へ
の
貸
し

出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仮
事
務
所
・
電
話
番
号

冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
併
設
の
冨
本
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
・
☎
（５４）
２
１
１
２

設
置
期
間（

予
定）

　
9
月
１７
日
（火）
～
平

成
２6
年
3
月
３１
日
（月）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
１０
月
１
日
現

在
で
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に

関
す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で

す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
区
に
、

９
月
上
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
調
査
票
へ
の
記
入
、
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
市
企
画
財
政
課
企
画
係�

☎
内
線
223

冨
本
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
が
移
転

問
市
企
画
財
政
課
統
計
調
査
係�

☎
内
線
228

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

問
村
山
警
察
署�

☎
（52）
０
１
１
０

９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

問
市
民
課
市
民
係�

☎
内
線
112

市
民
行
政
相
談

問（

公
社）

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

�

☎
０
２
３（

６
５
２）
９
０
７
０

不
動
産
無
料
相
談

問
県
司
法
書
士
会

�

☎
０
２
３（

６
２
３）

７
０
５
４

司
法
書
士
無
料
相
談
所

問
県
教
育
庁
文
化
財
・
生
涯
学
習
課

�
☎
０
２
３（

６
３
０）

２
８
７
２

家
庭
教
育
電
話
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

広
告

広
告
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市役所は☎（55）2111

☎
０
２
３（

６
３
０）

２
８
７
６

時
間
　
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
１５
分（

土
曜
、
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み）

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
、

成
年
後
見
と
相
続
な
ど
に
つ
い
て
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
面
談
か
電
話

に
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
　
９
月
１6
日（

月
・
祝
日）

時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

会
場
　
県
司
法
書
士
会
館（

山
形
市）

相
談
電
話
直
通

☎
０
２
３（

６
４
２）

５
０
７
７

　
申
込
み
が
必
要
で
す
。

試
験
日
　
１１
月
１７
日
（日）

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

会
場
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ(

山
形
市)

申
込
期
間
　
９
月
２
日
（月）
～
３０
日
（月）

◎
受
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
受
講
希
望
者
は
、
試
験
の
申
込
み
と

合
わ
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
１０
月
１７
日
（木）

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

会
場
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（

山
形
市）

　
平
成
２6
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
お

こ
な
い
ま
す
。
詳
し
い
応
募
方
法
は
日

本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

職
種
・
受
験
資
格

●
一
般
事
務
　
昭
和
6３
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
で
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た

方
ま
た
は
、
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

●
看
護
師
　
昭
和
５３
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
方

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

募
集
期
限
　
9
月
１３
日
（金）

第
一
次
試
験
　
１０
月
２０
日
（日）

試
験
会
場
　
県
総
合
運
動
公
園
大
会
議

室（

天
童
市）

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日
　
９
月
２５
日
（水）

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

４
階
「
霞
城
の
間
」（

山
形
市）

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

期
日
　
１０
月
１０
日
（木）

時
間
　
午
後
１
時
２０
分
～
４
時

会
場
　
山
形
地
方
裁
判
所
別
館（

山
形
市）

定
員
　
先
着
３０
名

申
込
期
限
　
１０
月
１
日
（火）

　
認
知
症
の
理
解
と
介
護
の
実
践
に
つ

い
て
の
講
演
で
す
。
入
場
無
料
。
当
日

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
9
月
6
日
（金）

時
間
　
午
後
７
時
～

会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
も
と

講
師
　
高
橋
賛
美
氏
（
山
形
大
学
医
学

部
医
学
博
士
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

講
座
・
催
し
な
ど

講
座
・
催
し
な
ど

問
市
環
境
課
庶
務
係�

☎
内
線
241

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

問
山
形
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

�

☎
０
２
３（

６
２
２）

９
９
２
４

法
曹
三
者
に
よ
る
刑
事
裁
判
傍
聴
会

問（

公
社）

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
形
支
部

�

☎
０
２
３（

６
２
３）

３
３
２
２

成
年
後
見
と
相
続
無
料
相
談
会

問
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

�

☎
０
２
３（

６
４
１）

１
３
５
３

日
本
赤
十
字
社
職
員
採
用
試
験

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
も
と

�

☎
（54）
２
０
１
０

創
立
18
周
年
記
念
公
開
講
座

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
山�

☎
（55）
８
６
０
９

ふ
れ
あ
い
合
同
面
接
会

試
験
・
募
集

試
験
・
募
集

問
県
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
連
盟
事
務
局（

千
石）

�

☎
０
９
０（
６
６
２
１）

９
８
６
０

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ト
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

広
告

広
告 市ホームページ　バナー広告募集

　市ホームページにバナー広告を掲載してみま

せんか。掲載希望月の１か月前までに申し込ん

でください。

バナー規格　縦５７ピクセル×横１6５ピクセル

　　　　　　JPG、GIFまたはPNG形式

掲載料　１枠１か月１０，０００円（消費税等含む）

※最短3か月、１２か月まで連続できます。

問市総務課広報広聴係　☎内線２１１
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information

だ
さ
い
。h

ttp
://w
w
w
.y
m
b
f.o
rg
/

期
日
　
９
月
２１
日
（土）

時
間
　
午
後
０
時
３０
分
開
演

会
場
　
県
総
合
運
動
公
園
ア
リ
ー
ナ

（

天
童
市）

入
場
料
　
１
、
０
０
０
円（

小
学
生
以

下
・
未
就
学
児
で
座
席
使
用
の
場
合
は

５
０
０
円）

　
受
験
願
書
は
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま

す
。
講
習
会
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
　
１０
月
２6
日
（土）
　
午
前
中

会
場
　
東
根
市
、
米
沢
市
、
新
庄
市

試
験
の
種
類
　
甲
、
乙（

全
類
）、
丙
種

受
付
期
間
　
９
月
１２
日
（木）
～
２6
日
（木）

　
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
１6
日（

月
・
祝
日）

時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階

会
費
　
１
、
０
０
０
円

期
日
　
９
月
８
日
（日）

時
間
　
午
後
２
時
開
演

会
場
　
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル（

山
形
市）

入
場
料
　
一
般
３
、
０
０
０
円（

当
日

３
、
５
０
０
円）

　
高
校
生
以
下
１
、

５
０
０
円（

当
日
１
、
８
０
０
円）

　
映
画
監
督
で
知
ら
れ
る
井
筒
和
幸
氏

の
講
演
会
で
す
。

期
日
　
９
月
２８
日
（土）

時
間
　
午
後
２
時
～

会
場
　
シ
ベ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ（

山
形
市）

入
場
料
　
１
、
０
０
０
円（

全
席
自
由）

　
入
場
無
料
で
す
。

期
日
　
９
月
１１
日
（水）

時
間
　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
甑
葉
ホ
ー
ル

訓
練
内
容
・
期
日
　
ヘ
リ
離
着
陸
訓
練

＝
２
日
（月）
～
６
日
（金）
、
９
日
（月）
～
１３
日

（金）
、
１７
日
（火）
～
２０
日
（金）
、
２４
日
（火）
～
２７

日
（金）
、
３０
日
（月）

問
シ
ベ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ

�

☎
０
２
３（

６
８
９）

１
１
６
６

井
筒
和
幸
監
督
講
演
会

問
（社）
実
践
論
理
宏
正
会
天
童
支
部

�

☎
０
２
３（

６
５
４）

４
０
０
１

家
族
の
絆
を
深
め
る
集
い

問
県
郷
土
館「
文
翔
館
」

�

☎
０
２
３（

６
３
５）

５
５
０
０

一
龍
斎
貞
水
立
体
怪
談

問
神
町
駐
屯
地�

☎
（48）
１
１
５
１

陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
９
月
分
）

原野商法詐欺被害が増加しています

　原野商法トラブルの相談は、平成２３年

度に全国で過去最高の７９6件もの相談が

あり、その後も減少していない状況です。

手口はさまざまですが、①売れる見込み

のない土地（山林や原野など）を値上が

りするかのように偽って販売するケース、

②すでに原野商法詐欺にあった人に対し

て「整地すれば買いたい人がいる」など

と高額な工事を契約させるケースが目立

ちます。山林や原野等は遠隔地にあるな

ど確認も難しいため、特に高齢者を狙っ

た犯罪が多く報告されています。

　お困りの場合は、消費生活相談窓口ま

でご相談ください。

問い合わせ・相談直通電話 ☎(５５)２１２３

９月の消費生活移動相談

１０日（火）　戸沢地域市民センター

２４日（火）　農村環境改善センター

時間　午後１時３０分～3時３０分

消費生活相談窓口から

休日診療所は ☎(５５)２９７２
診 療 日　日曜日・祝日・休日
診療時間　９：００～１２：００、１３：００～１6：００
会　　場　市保健センター
※保険証、ふだん服用しているお薬を
　お持ちください。

■求職者・起業者向けの無料相談会

特定社会保険労務士が個別相談に応じま

す。相談希望者は事前にご予約ください。

期日　９月５日（木）、１２日（木）、１７日（火）、

　　　２１日（土）

時間　午前９時～午後４時

会場　甑葉プラザ�２階�ラウンジ

問い合わせ　市地域雇用創造推
進協議会事務局(甑葉プラザ内)
☎(52)3181・FAX(52)3532

地域雇用創造推進事業地域雇用創造推進事業
セミナーセミナー

情報情報情報

問
市
茶
道
連
盟（

高
橋
）�

☎
（55）
３
０
０
７

市
民
茶
会

問
市
消
防
本
部�

☎
（55）
２
５
１
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
市
民
の
友
８
月
１５
日
号
の
３
ペ
ー
ジ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
」

と
「
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
の
中
で
、
法
人
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

公
益
社
団
法
人
村
山
青
年
会
議
所
、
公

益
社
団
法
人
塩
竈
青
年
会
議
所
、
公
益

社
団
法
人
酒
田
青
年
会
議
所
で
す
。
訂

正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
お
詫
び
と
訂
正
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第 11 回べごまつり
　さわやかな秋空の下、きれいなバラを見な

がら村山市産黒毛和牛を味わってみませんか。

日時　９月１6日（月・祝日）

　　　午前１１時～午後２時

　　　午後１時～豪華景品が当たる大抽選会

会場　東沢公園 野外音楽堂前

チケット

村山市産牛肉（４人分７２０ｇ、１人分１８０ｇ）、

野菜（食べ放題コーナー有り）

前売券

４人分　７，０００円

１人分　２，０００円

当日券

４人分　８，５００円

１人分　２，５００円

チケット取扱所

市農林課、甑葉プラザ、各地域市民センター、

道の駅むらやま、みちのく村山農協村山営農

センター

※�前売券は残りわずかになりました。前売券完

売の際は当日券の販売はありませんので、お

早めにお買い求めください。

問い合わせ

村山べごまつり実行委員会事務局

（市農林課内） ☎内線252

　
17
歳
の
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
10

年
、
世
界
が
認
め
た
若
き
天
才
ピ
ア

ニ
ス
ト
松
永
貴
志
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
で
す
。自
身
が
作
曲
し
た「
オ
ー

プ
ン
・
マ
イ
ン
ド（
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
テ
ー
マ
曲
）
や
「
い
つ
か
王
子
様

が
」、「
坂
道
の
ア
ポ
ロ
ン
」
劇
中
曲

な
ど
、
な
じ
み
あ
る
曲
を
演
奏
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 　

ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

�

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

Takashi Matsunaga

日　時　９月２８日（土）

　　　　午後3時開演（午後２時３０分開場）

会　場　市民会館大ホール

入場料　一般１，５００円、高校生以下５００円（全席自由）

チケット取扱所　�市民会館、市商工文化観光課、萬家、菅野時

計店、オーイシ

　無料託児所を準備しますので、希望の方は９月２０日（金）まで

申し込んでください。

問い合わせ　市商工文化観光課文化係�☎内線１５２

松
永
貴
志

編
集

と
発

行
／

村
山

市
総

務
課

〒
995-8666

山
形

県
村

山
市

中
央

一
丁

目
3番

6号
 ☎

0237（55）2111
FA

X
0237（55）6443

印
刷

／
中

央
印

刷
㈱

村
山

支
店

市
民

の
友

№
1

1
3

4
平

成
25年

９
月

１
日

発
行

村山市の人口（8月1日現在）26,506人  男12,798人  女13,708人  世帯数8,231戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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